
2023.4.1～2024.3.31                      神奈川県立保健福祉大学 教育研究活動報告書 

宮芝 智子（大学院保健福祉学研究科兼務） 
 
1 著書  

1) 舟島なをみ，伊勢根尚美，植田満美子，上國料美香，金谷悦子，鈴木美和，永野光子，中

山登志子，服部美香，松田安弘，宮芝智子，山下暢子，山澄直美．(2024)．第 5 章 A 教

授活動自己評価尺度－看護学講義用－，第 5 章 D 教授活動自己評価尺度－看護技術演習

用－，第 6 章 A 学習活動自己評価尺度－看護技術演習用－．舟島なをみ(監修)，看護実

践・教育のための測定用具ファイル第 4 版(pp.234-244，265-275，309-319)．医学書院． 
 
2 学術論文 

1) 武信真理子，宮芝智子，渡邊千登世．(2024)．看護学生が良いととらえた同時双方向型オ

ンライン授業の特徴－ポストコロナ時代の効果的な授業展開に向けて－．神奈川県立保

健福祉大学大学誌，21(1)，17-30． 
 
4 学会，協会，公的団体の委員など 

1) 日本看護教育学学会 専任査読者，2007.4～ 
2) 千葉看護学会 専任査読者，2016.4.～ 
3) 日本看護学教育学会 評議委員，2019.1.～ 
4) 日本看護学教育評価機構 評価員，2021.3.～ 
5) 日本看護学教育学会 専任査読者，2021.4.～ 
6) 神奈川県看護協会看護研究倫理審査会 委員，2022.4.～ 
7) 日本看護教育学学会第 32 回学術集会 企画委員，2022.12.～2023.11. 
8) 日本看護科学学会 代議員，2023.4.～ 
9) 日本看護教育学学会第 33 回学術集会 企画委員，2023.12.～ 

 
5 社会貢献 

1) 横須賀共済病院における院内看護研究の指導担当．2023.4.～2024.3. 
2) 看護教育学研究 31(1)の論文査読．2023.4.～2024.3. 
3) 日本看護学教育学会誌の論文査読．2023.4.～2024.3. 
4) 千葉看護学会誌の論文査読．2023.4.～2024.3. 
5) 横浜市立市民病院主催の「教育担当者研修」の講師担当．2023.5.～12. 
6) 県立鎌倉高等学校における模擬授業を担当．2023.6. 
7) 日本看護科学学会第 43 回学術集会の演題査読．2023.6. 
8) 日本看護教育学学会第 32 回学術集会において演題発表批評を担当．2023.8. 
9) 東海大学大学院修士課程の「看護教育論」の講師担当．2023.9.～2024.1. 
10) 神奈川県立よこはま看護専門学校の「教育学」の講師担当．2023.12. 
11) 神奈川県看護協会主催の「教育担当者研修」の講師担当．2024.2. 
12) 看護教育学研究 33(2)の演題査読．2024.3. 
13) 日本看護学教育学会第 34 回学術集会の演題査読．2024.3. 
14) 看護学教育評価機構評価委員．2024.3. ～ 
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7 学会等での活動  
1) 渡邊千登世，村上明美，宮芝智子，本館教子，横山郁子，和田由樹，兒島良恵．(2023,8

月 26 日)．「病院と地域を横断して働く新人看護師の教育プログラム」の開発．第 27 回

日本看護管理学会学術集会，東京． 
2) 本舘教子，横山郁子，村上明美，渡邊千登世，宮芝智子，和田由樹，兒島良恵．(2023,8

月 26 日)．病院と地域を横断して働く新人看護師教育プログラムの開発－神奈川県内の

看護師の新たな働き方モデル－．第 27 回日本看護管理学会学術集会，東京． 
3) 水戸優子，間瀬由記，宮芝智子，長島俊輔，星美鈴．(2023,8 月 27 日)．看護基礎教育に

おける ICT 教育環境の実態と課題．日本看護学教育学会第 33 回学術集会プログラム・

講演集(p.114)，福岡． 
4) 長島俊輔，間瀬由記，宮芝智子，星美鈴，水戸優子．(2023,12 月 9 日)．看護基礎教育に

おける ICT活用の遠隔授業とシステム整備の実態－その1：看護専門学校と大学の比較．

第 43 回日本看護科学学会学術集会，山口． 
5) 間瀬由記，宮芝智子，長島俊輔，星美鈴，水戸優子．(2023,12 月 9 日)．看護基礎教育に

おける ICT 活用の遠隔授業とシステム整備の実態－その 2：整備上の取組み・苦慮・工

夫．第 43 回日本看護科学学会学術集会，山口． 
6) 宮芝智子，間瀬由記，長島俊輔，星美鈴，水戸優子．(2023,12 月 9 日)．看護基礎教育に

おける ICT 活用の遠隔授業とシステム整備の実態－その 3：遠隔授業の導入及び継続の

課題．第 43 回日本看護科学学会学術集会，山口． 
7) 星美鈴，間瀬由記，宮芝智子，長島俊輔，水戸優子．(2023,12 月 10 日)．COVID-19 影

響下での ICT を活用した遠隔授業内容と評価指標の実態．第 43 回日本看護科学学会学

術集会，山口． 
 
8  学内教育活動 

1) 学部 
エビデンスベーストナーシング（EBN），問題に基づく学習法（PBL），看護教育学，臨

床看護応用演習，基礎看護学実習Ⅰ，統合実習，卒業研究． 
2) 大学院 

博士前期課程：看護教育学特論，看護理論，看護教育学演習，看護学特別研究． 
博士後期課程：保健福祉人材育成論． 

 
9  学内各種委員会活動 

1) 看護学教育評価ワーキンググループ リーダー，2023.4.～2024.3. 
2) 研究委員会，2023.4.～2024.3. 
3) 研究助成選考専門部会，2023.4.～2024.3. 
4) 看護領域研究科委員会，2023.4.～2024.3. 
5) 学科教授会，2023.4.～2024.3. 
6) オープンキャンパスの集団相談を担当，2023.8.  
7) 夢ナビ講義、講義動画、研究室訪問を担当．2023.7.～2024.3. 
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10 科学研究費補助金，その他の補助金などの受託 
1) 宮芝智子研究代表者，舟島なをみ研究分担者．看護学教育における授業改善システム【講

義・演習版】の開発．平成 30～令和 5 年度学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)，300
千円，2023.4.～2024.3. 

 


